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“ニッコウキスゲ”の大群落を堪能“ニッコウキスゲ”の大群落を堪能
雄国沼ハイキング

“ニッコウキスゲ”の大群落を堪能
雄国沼ハイキング

　7月6日、公民館主催による自然観察教室「雄国沼ハイキング」
が美野里山の会の皆さんの協力により行われました。
　晴天に恵まれ絶好のハイキング日和となり、国の特別天然記
念物に指定されているニッコウキスゲの大群落が黄色い絨毯の
ように覆う湿原をめざし、参加者全員が元気に9キロを歩くことが
できました。朝早くから長時間歩き続け、疲れた様子がみられま
したが、それにも増して美しい花ばなとすばらしい景色に大満足
の一日でした。

お　　　ぐにお　　　ぐに
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7
月
17
日
、
市
執
行
部
と
市

議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会

が
、
百
里
基
地
周
辺
対
策
に
つ

い
て
、
北
関
東
防
衛
局
に
対
す

る
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

  

島
田
市
長
は
、
基
地
所
在
に

よ
る
住
民
生
活
の
影
響
、
不
利

益
や
障
害
を
踏
ま
え
、
基
地
に

起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

地
元
の
実
情
を
理
解
し
、
周
辺

対
策
の
一
層
の
充
実
を
訴
え
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
局
側
か
ら
は
、

鎌
田
局
長
を
は
じ
め
次
長
、
企

画
部
長
、、
関
係
各
課
担
当
職

員
が
出
席
し
、
各
項
目
に
つ
い

て
の
回
答
と
説
明
が
あ
り
、
要

望
に
つ
い
て
は
市
の
発
展
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陳
情
事
項
に

つ
い
て
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
旨
の
回
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

陳
情
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

① 

百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化

に
伴
う
地
域
振
興
策
等
に
つ

い
て

　

本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の

民
間
共
用
化
を
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
施
策
と
位
置
づ
け
、
茨

城
空
港
の
開
港
と
こ
れ
に
伴
う

振
興
策
の
早
期
実
現
を
強
く
望

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ

る
周
辺
対
策
等
に
つ
い
て
、
特

段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
共
用
化
で
整

備
さ
れ
る
新
滑
走
路
に
つ
い

て
は
、
既
存
滑
走
路
か
ら
西
側

へ
2
1
0
m
の
位
置
に
整
備
さ

れ
、
主
と
し
て
民
間
機
が
使
用

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
不
測
の

事
態
な
ど
の
緊
急
時
等
に
お
い

て
、
自
衛
隊
機
の
使
用
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
百
里

飛
行
場
西
側
区
域
の
騒
音
区
域

及
び
影
響
区
域
に
対
し
て
、
速

や
か
な
対
応
策
の
提
示
及
び
具

体
化
を
図
る
こ
と
。

② 

市
独
自
の
基
地
周
辺
障
害
防

止
対
策
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
市
独
自
の
基
地

周
辺
障
害
防
止
対
策
と
し
て
、

周
辺
地
域
及
び
住
民
に
対
し

て
、
電
話
難
聴
対
策
補
助
金
、

テ
レ
ビ
映
像
障
害
対
策
補
助
金

及
び
地
区
運
営
補
助
金
の
交
付

を
し
て
い
る
。

  

つ
い
て
は
、
基
地
と
周
辺
住

民
の
調
和
を
維
持
発
展
さ
せ
る

た
め
の
対
策
と
し
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
減
免
区

域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、全
額
免
除
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

電
話
通
信
料
の
減
免
及
び
地

区
運
営
に
関
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

③ 

障
害
防
止
事
業
の
助
成
に
つ
い
て

　

百
里
基
地
の
航
空
機
の
飛
行

に
伴
う
障
害
の
防
止
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も

積
極
的
に
導
入
を
図
っ
て
き
た

が
、
そ
の
助
成
基
準
の
改
正
な

市
執
行
部
と
市
議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会
が

北
関
東
防
衛
局
へ
陳
情
し
ま
し
た

情陳

鎌田北関東防衛局長（左）に陳情書を手渡す島田市長

平成 20年 8月 21日　広報おみたま
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ど
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 
補
助
対
象
範
囲
及
び
補
助
対

象
施
設
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

⑵ 

対
象
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
、
改
良
に
要
す
る
経

費
を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
。

④
住
宅
防
音
の
助
成
に
つ
い
て

　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て

は
、
そ
の
助
成
等
に
よ
り
障

害
の
軽
減
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る

が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で

は
、
本
市
に
お
け
る
都
市
計
画
や

基
地
周
辺
の
土
地
利
用
等
、
そ
の

発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
は

解
消
し
難
い
も
の
が
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 

指
定
区
域
告
示
後
の
新
築
家

屋
に
つ
い
て
も
全
室
を
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

冷
暖
房
機
器
等
に
係
る
電
気

料
金
の
全
額
負
担
を
実
施
す

る
こ
と
。

⑶ 

冷
暖
房
機
器
等
の
耐
用
年
数

を
実
態
に
即
す
る
よ
う
改
正

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
更
新

に
要
す
る
経
費
を
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
こ
と
。

⑷ 

太
陽
光
発
電（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
）の
制
度
を
創
設
し
、
そ

の
補
助
対
象
区
域
は
第
1
種

区
域
内
ま
で
と
す
る
こ
と
。

⑸ 

騒
音
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
騒
音
区
域
内
の
学
校
等
の

公
共
施
設
に
騒
音
測
定
器
を

速
や
か
に
設
置
・
増
設
す
る

こ
と
。

⑤
移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

　

移
転
の
補
償
及
び
土
地
の
買

い
入
れ
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ

た
区
域
内
の
申
し
出
者
に
対
し
順

次
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
区
域
指
定
の
告
示
後
の
建
物

等
に
つ
い
て
は
、
損
失
補
償
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
買
い
入
れ
地
等
の
規

模
に
よ
り
、
そ
の
措
置
が
複
数

年
に
亘
っ
た
り
、
申
し
出
か
ら

買
い
入
れ
ま
で
長
い
年
月
を
要

し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

移
転
補
償
対
象
区
域
の
指
定

告
示
後
の
建
物
等
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

所
要
の
予
算
額
を
確
保
し
、

速
や
か
に
土
地
を
買
い
入
れ

る
こ
と
。

⑶ 

買
い
入
れ
た
土
地
の
適
正
な

管
理
に
努
め
る
こ
と
。

⑥ 

民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
に

つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も
毎

年
計
画
的
な
導
入
を
図
り
周
辺
対

策
に
努
め
て
い
る
が
、
更
な
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る
た

め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

補
助
対
象
区
域
及
び
補
助
対

象
施
設
、
範
囲
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。

⑵ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
、
改
良
、
修
繕
等
に
要
す

る
経
費
等
を
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
。

⑶ 

ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

⑷ 

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
近
年
の
台
風
、
地
震
等

の
大
型
化
に
伴
い
被
害
が
大

規
模
化
す
る
と
と
も
に
、
特

定
防
衛
施
設
で
あ
る
百
里
飛

行
場
は
、
在
日
米
軍
再
編
に

係
る
戦
闘
機
訓
練
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
万
一
の
事
故
等

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
特

定
の
区
域
に
限
ら
ず
危
機
管

理
体
制
の
強
化
、
全
市
域
で

の
情
報
の
共
有
が
緊
急
課
題

で
あ
る
。

　

 　

市
の
当
該
施
設
に
つ
い
て

は
、
合
併
に
伴
い
旧
町
村
単

位
で
設
備
が
異
な
っ
て
お
り
、

災
害
情
報
を
一
括
し
て
同
時

に
提
供
で
き
な
い
。
ま
た
、

個
別
受
信
機
の
未
整
備
地
域

が
あ
り
格
差
が
生
じ
て
い
る

な
ど
、
運
用
、
管
理
面
、
危

機
管
理
体
制
に
重
大
な
支
障

を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
て
お

り
、
制
度
の
見
直
し
等
に
お

い
て
迅
速
な
対
応
を
図
り
、

補
助
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑸ 

平
成
21
年
度
に
防
衛
省
補
助

事
業
と
し
て
実
施
予
定
の
次

の
事
業
に
つ
い
て
、
所
要
の

予
算
確
保
を
図
る
こ
と
。

・
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

1
台

　

事
業
費 

２
４
，8
0
0
千
円

　
（
補
助
額
9
，4
7
7
千
円
）

　

市
道
小
1
0
8
号
線

　

用
地
買
収
・
物
件
補
償
一
式    

　

事
業
費
８
９
，2
0
5
千
円

　
（
補
助
額 

６
６
，9
0
3
千
円
）

⑦ 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
に
つ
い
て

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
着
実

に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
更
な
る
施
設
等
整

備
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 
交
付
金
の
増
額
及
び
所
要
の

予
算
額
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

⑵ 
円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、

交
付
金
を
早
期
に
決
定
し
、

速
や
か
に
交
付
す
る
こ
と
。

⑶ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
維

持
修
繕
等
に
要
す
る
経
費
等

を
交
付
金
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑷ 

算
定
基
礎
の
改
正
を
図
る
こ
と
。

⑧
農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ
い
て

　

百
里
基
地
に
は
、
常
に
最
新

鋭
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
多

数
の
航
空
機
が
配
備
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
高
性
能
ジ
ェ
ッ
ト

戦
闘
機
等
の
飛
行
に
伴
う
コ
ー

ス
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
補
償
額
も
毎
年
減
少

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

損
失
補
償
の
対
象
範
囲
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
グ
レ
ー

ド
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
。

⑵ 

補
償
額
の
増
額
を
図
る
こ
と
。

⑶ 

最
低
補
償
額
を
設
定
す
る
な
ど

制
度
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

⑨
再
編
交
付
金
に
つ
い
て

　

地
域
の
要
望
に
、
き
め
細
か

な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
制

度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

⑩ 

関
連
機
関
等
へ
の
申
し
入
れ

に
つ
い
て

　

百
里
基
地
対
策
に
関
連
し

て
、
次
の
と
お
り
関
係
機
関
へ

の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
特
段
の

配
慮
を
願
い
た
い
。

⑴ 

基
地
交
付
金
に
つ
い
て
、
所

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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要
の
予
算
額
を
増
額
確
保
す

る
よ
う
総
務
省
へ
申
し
入
れ

る
と
と
も
に
、
航
空
燃
料
税

に
つ
い
て
、
現
行
法
で
は
国

の
納
税
義
務
が
な
い
旨
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
三
位

一
体
改
革
を
受
け
、
財
政
事

情
が
厳
し
い
昨
今
、
航
空
燃

料
譲
与
税
に
代
わ
る
新
た
な

交
付
金
の
創
設
に
つ
い
て
、

あ
わ
せ
て
総
務
省
に
申
し
入

れ
る
こ
と
。

⑵ 

基
地
の
運
用
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
を
航
空
幕
僚
長
へ
申

し
入
れ
る
こ
と
。

　

① 

基
地
周
辺
の
騒
音
公
害
を

軽
減
す
る
た
め
、早
朝（
午

前
8
時
ま
で
）、
昼
休
み

（
午
前
11
時
30
分
か
ら
午

後
1
時
30
分
ま
で
）、
夜

間（
午
後
6
時
以
降
）及
び

土
・
日
・
祝
祭
日
、
地
域

か
ら
の
要
望
に
よ
る
葬
祭

時
、
主
要
行
事
時
の
飛
行

は
特
に
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
原
則
と
し
て
行

わ
な
い
こ
と
。

　

② 

離
陸
後
は
速
や
か
に
設
定

し
て
あ
る
訓
練
空
域
に
向

か
う
と
と
も
に
、
基
地
上

空
で
の
訓
練
を
行
わ
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
飛
行
コ
ー

ス
や
安
全
飛
行
の
徹
底
を

図
る
こ
と
。

　

③ 

基
地
の
運
用
に
伴
う
協
定

等
を
速
や
か
に
締
結
す
る

と
と
も
に
、
本
市
と
の
連

携
を
密
に
し
、
協
力
体
制

を
整
え
る
こ
と
。

⑪
安
全
対
策
等
に
つ
い
て

　

日
米
共
同
訓
練
を
実
施
す
る

際
は
、「
米
軍
再
編
に
係
る
百

里
基
地
へ
の
訓
練
移
転
に
関
す

る
協
定
」に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ

る
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対

策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

　

ま
た
、
基
地
周
辺
住
民
へ
の

迅
速
な
情
報
提
供
と
い
う
観
点

か
ら
、
日
米
共
同
訓
練
の
日
程

等
に
つ
い
て
速
や
か
に
本
市
へ

情
報
開
示
す
る
こ
と
。

　

5
月
20
日
、
道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
の

「
第
29
回
通
常
総
会
」お
よ
び

「
道
路
整
備
の
充
実
を
求
め
る

全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
で
決
議
さ
れ
た

「
地
域
間
格
差
を
是
正
し
、
地

方
が
元
気
に
な
る
た
め
の
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
の
整
備
を

確
実
に
進
め
る
こ
と
」や「
暮
ら

し
の
た
め
に
必
要
な
地
方
の
道

路
整
備
に
対
し
て
は
、
十
分
な

予
算
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
」

な
ど
5
項
目
に
つ
い
て
、
全
国

協
議
会
役
員
と
共
に
茨
城
県
道

路
整
備
促
進
協
議
会
を
代
表
し

て
、
水
戸
神
栖
線
・
玉
里
水
戸

線
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

会
長
の
島
田
穣
一
小
美
玉
市
長

が
額
賀
福
志
郎
財
務
大
臣
を
は

じ
め
関
係
者
へ
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

額
賀
財
務
大
臣
へ
要
望

　

7
月
1
日
に
美
野
里
地
区

（
羽
鳥
駅
前
）、
19
日
に
小
川
地

区（
カ
ス
ミ
小
川
店
・
エ
コ
ス

小
川
店
）と
玉
里
地
区（
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル 
ア
ス
タ
）に

て
、
小
美
玉
市
保
護
司
会（
片

田
友
宏
会
長
）、
小
美
玉
市
更

生
保
護
女
性
会（
川
名
咲
子
会

長
）の
方
が
た
の
協
力
に
よ
り
、

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動“
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

の
実
現
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
た

も
の
で
、
テ
ィ
シ
ュ
な
ど
を
手

渡
し
な
が
ら
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動“

　
　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
!

平成 20年 8月 21日　広報おみたま
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小
美
玉
市
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催

　

６
月
21
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

コ
ス
モ
ス
に
お
い
て
、「
小
美
玉
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
（
会
長 

横
田
佳
夫
）」総
会
が
関
係
者
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
19
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
報
告
に
続
き
、
20
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
、
役
員
改
選
が
協
議
さ

れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
は
、
①
巡
回
指
導
、
②
相
談
活

動
、 

③
社
会
浄
化
活
動
の
３
本
を
大

き
な
柱
と
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
非
行
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
２
月
に
青
少
年
育
成
茨
城

県
民
会
議
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
向
け
て
、

本
年
度
の
取
組
み
が
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
小
美
玉
市 

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

　

会　

長　

横
田　

佳
夫

　

副
会
長　

小
﨑　
　

勲

　

副
会
長　

立
村　
　

寛  

　

副
会
長　

松
本　

義
則

　

 

青
少
年
相
談
員　

水
野
浩
一
、
藤

田
千
夏
子
、
塚
本
美
代
子
、
沼
田

陽
子
、
幡
谷
美
恵
子
、
幡
谷
文
雄
、

内
田
候
司
、
田
村
政
之
、
水
野
英

雄
、
大
野
寛
一
、
石
井 

旭
、
田

山
文
男
、
川
﨑
紀
明
、
八
文
字
弥

利
、
田
山
久
夫
、
郡
司
文
代
、
伊

藤
正
男
、
小
田
部
幸
司
、
久
慈
日

出
子
、
岡
根 

宏
、
小
野
木
芳
枝
、

井
坂
英
二
、
大
堤
雄
一
、
東
ケ
﨑

茂
喜
、
杉
山 

亘
、
小
林 

浩
、
岡

野
健
一
、
宮
内
幸
雄
、
川
井
光
男
、

大
澤
繁
子
、柴
田 

平
、高
野
一
夫
、

宮
内
英
也
、
保
田
篤
也
、
笹
目
弘

子
、
渋
谷
泰
男
、
菅
澤
宣
昌
、
小

松
達
也
、
須
﨑 

康
、
平
戸
利
亜
、

野
口
隆
夫
、
山
口
か
ほ
る
、
斎
藤

芙
美
子
、
久
保
田
幸
雄

　

５
月
23
日
、浦
和
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ

ル（
埼
玉
市
浦
和
区
）に
お
い
て
、保

田 

達
慶
氏（
部
室
）が
、関
東
交
通
安

全
協
会
連
合
会
長
並
び
に
関
東
管
区

警
察
局
長
及
び
警
視
庁
交
通
部
長
、

連
名
表
彰
の
交
通
安
全
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
受
章
の
交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銅
章
」に
続
く
受
賞
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、同
会
場
に
お
い
て
、洋
子
婦

人
の
内
助
の
功
を
た
た
え
、感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
田
氏
は
、昭
和
52
年
に
交
通
安

全
協
会
美
野
里
支
部
役
員
と
な
っ
て

以
来
、同
支
部
副
支
部
長
や
石
岡
地

区
交
通
安
全
協
会
理
事
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、長
年
、交
通
安
全
運
動
や
交
通

事
故
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

る
姿
は
、他
の
役
員
の
模
範
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う

　

７
月
３
日
、茨
城
県
庁
に
お
い
て
、

茨
城
県
教
育
長
を
は
じ
め
県
内
関
係

者
の
ご
出
席
の
も
と
、第
36
回
小
平

記
念
教
育
資
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

小
平
記
念
教
育
資
金
は
、茨
城
県

内
の
小
中
学
校
を
対
象
に
、健
康
で

豊
か
な
人
間
性
を
持
つ
児
童
・
生
徒

を
育
て
、基
礎
教
育
振
興
の
一
助
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、昭
和
48
年

か
ら
贈
呈
が
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

今
年
度
は
、教
職
員
一
体
の
取
り

組
み
で
科
学
技
術
教
育
・
情
報
教
育

の
推
進
に
著
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い

る
小
川
南
中
学
校
が
選
ば
れ
、20
万

円
相
当
の
品
物
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
林
校
長
は
、「
自
然
環
境
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
生
徒
達
と
菊
池
教

諭
が
、長
年
継
続
的
に
鎌
田
川
の
生

き
物
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、学
校

教
育
活
動
全
体
で
、情
報
教
育
に
取

り
組
ん
だ
成
果
で
す
」と
、先
生
方
と

生
徒
達
に
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

小お

平
だ
い
ら

記
念
教
育
資
金
を
受
賞

科
学
技
術
・
情
報
教
育
の
部
門
で
小
川
南
中
学
校

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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　平成 20年度分の保険料について、保険料の軽減割合の拡大が政府決定されたことにより、軽減の該当になって
いる一部の方の保険料が変更（減額）になります。
　該当になる方には、あらためて 8月以降に減額後の保険料額変更決定通知書を送付しますので、ご確認ください。

後期高齢者医療保険料の軽減割合を拡大します

〈対象となる方〉
　〇平成20年度の均等割額が７割軽減されている世帯の方（⑦軽減額26,224円の方）…一律8.5割軽減となります。
　〇①「賦課のもととなる金額」が58万円以下の方………………………………所得割額が一律５割軽減となります。
平成20年度後期高齢者医療保険料保険料額決定通知書の中の保険料算定の基礎欄をご確認ください。

①賦課のもととなる金額 ②所得割率 ③所得割額
①×② ④均等割額 ⑤算出額

③+④

58 万円以下の方 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

⑥限度超過額 ⑦軽減額 ⑧年保険料額
⑤－⑥－⑦ 月　数 ⑨月割減額 ⑭保険料額

＊＊＊ 26,224 円 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

保険料算定の基礎

問い合わせ
　小美玉市役所医療保険課医療福祉係　☎４８－１１１１　内線1105 ～1107
　小川総合支所総合窓口課　　　　　　☎４８－１１１１　内線2101・2102
　玉里総合支所総合窓口課　　　　　　☎４８－１１１１　内線3104

　

７
月
20
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
に
県
内
一

斉
に「
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
運
動
の
一
環
と
し
て
、
７
月
20

日
か
ら
26
日
に
か
け
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
市
内
６
か
所
で
行
い
ま
し
た
。
島
田
市
長

を
は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会
各
支
部
・
交
通

安
全
母
の
会
各
支
部
・
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友

の
会
各
支
部
の
協
力
を
得
て
、
行
き
交
う
ド

ラ
イ
バ
ー
に
啓
発
チ
ラ
シ
・
う
ち
わ
・
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
25
日
に
は
、
職
場
体
験
で
市

役
所
を
訪
れ
て
い
た
美
野
里
中
学
２
年
生
が

一
日
市
長
と
な
り
、島
田
市
長
と
と
も
に「
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
！
」等
、
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
中
学

生
は
、
一
日
市
長
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
は

大
変
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
長
に
か
わ

り
協
力
者
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、「
な
か

な
か
で
き
な
い

体
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
と
て

も
よ
い
経
験
が

で
き
た
と
思
い

ま
す
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま

し
た
。

『
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
』を
実
施
し
ま
し
た

―
示
そ
う
ね　

あ
な
た
と
わ
た
し
の　

交
通
マ
ナ
ー
―

霞
ヶ
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
の
投
・開
票
結
果

●
投
票
結
果

　

・
当
日
有
権
者
数

　
　
　

男
／
74
人　

女
／
20
人　

計
／
94
人

　

・
投
票
者
数

　
　
　

男
／
55
人　

女
／
16
人　

計
／
71
人

　

・
投
票
率

　
　
　

男
／
７
４
·
3
2
%

　
　
　

女
／
8
0
·
0
0
%

　
　
　

計
／
7
5
·
5
3
%

●
開
票
結
果

　
（
候
補
者
氏
名
、
得
票
数
）　
　
（
当
落
、全
得
票
数
） 

　

く
り
ま
た　

ま
さ
る
…
2
票（
落   

６
５
票
）

　

戸　

島　

武　

男
…
0
票（
当
３
１
４
票
）

　

竹　

石　

正　

明
…
11
票（
当
４
３
７
票
）

　

木　

川　

宗　

次
…
0
票（
当
６
５
１
票
）

　

た
さ
き　
　
　

興
…
0
票（
当
２
８
７
票
）

　

鈴　

木　

幸　

雄
…
14
票（
当
２
１
５
票
）

　

た
る
み　

軍　

司
…
44
票（
当
３
５
４
票
）

　

平
成
20
年
7
月
31
日（
木
）に
執
行
し
た
小
美
玉
市
で
の
投
・
開
票
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 20年 8月 21日　広報おみたま
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茨城美野里環境組合から

平成20年4月から祝日のごみの収集業務を行っています。平成20年4月から祝日のごみの収集業務を行っています。平成20年4月から祝日のごみの収集業務を行っています。

平成20年4月からペットボトル収集日が月２回になりました。平成20年4月からペットボトル収集日が月２回になりました。平成20年4月からペットボトル収集日が月２回になりました。

-美野里地域の方へ--美野里地域の方へ--美野里地域の方へ-

　小川・玉里地区の指定ごみ袋につきましては、販売価格が従来の45ℓ（10枚入り）150円から200円、30ℓ（10枚入り）120円
から150円にそれぞれ変更となりました。

※なお、クリーンセンターへの祝日の直接搬入受付は行いませんので、ご協力をお願いします。

　いままで小美玉市の指定ごみ袋は、小川・玉里地区と美野里地区とで規格や価格が異なり統一されていませんで
したが、このたび小美玉市全域で使用できる指定ごみ袋の変更に伴い、規格や価格を統一させていただきました。

小川・玉里地区にお住まいの方へ

《指定ごみ袋の販売価格》

45ℓ（10枚入り）

30ℓ（10枚入り）

指定ごみ袋の規格

150円

120円

変　更　前

200円

150円

変　更　後

※変更前の指定ごみ袋についても従来通りご利用いただけます。

納場地区

竹原・堅倉地区

羽鳥地区

地　区　名

毎月第２・４水曜日

毎月第２・４水曜日

毎月第２・４水曜日

変　更　後

毎月第２水曜日

毎月第３水曜日

毎月第４水曜日

変　更　前

※詳細については、「平成20年度　家庭ごみ収集計画表」をご確認ください。

　美野里地区の指定ごみ袋につきましては、規格が40ℓから45ℓに、20ℓから30ℓにそれぞれ変更
になりました。

美野里地区にお住まいの方へ

《指定ごみ袋の規格》

40ℓ
20ℓ

変　更　前
45ℓ
30ℓ

変　更　後 ※変更前の40ℓ・20ℓの指定ごみ袋に
　ついても従来通りご利用いただけます。

皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

市民生活部　環境課　☎４８－１１１１　内線1144・1145【問い合わせ】

　新しい指定ごみ袋については、従来の指定ごみ袋は破れやすいとのご意見がありましたので、材質・厚みの
変更及び袋の間口を広げることで対応させていただきました。
　また、適正なごみ分別処理ができるよう、指定ごみ袋に集積所地区名及び氏名を明記する欄も設けさせてい
ただきました。

●古紙を出す場合、次のことに注意してください！
・古紙は、新聞、ダンボール、雑誌等（書籍、広告、菓子箱、包装紙含む）３品目に分けて出していただいていますが、新聞等に折り
込まれた広告は雑誌等で出してください。

　（新聞の中に広告が混じっていることが多いので、新聞と広告は分けて出してください。）

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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健康増進課　小川保健係（小川保健相談センター内）　☎５８－１４１１【申込み・問い合わせ】

健康増進課　玉里保健係（玉里保健福祉センター内）　☎４８－１１１１　内線3310【申込み・問い合わせ】

　市内在住の１～2歳児の親子を対象に、毎月遊びの教室を実施しています。この教室は、親子が遊びを通して触れ合っ
たり、互いに楽しく交流しあうことを目的としています。今回、10月から来年３月までの参加者を募集します。
　普段家の中で過ごすことが多い方や、近くに同じ年頃の子がい
ないため交流できない方など、ぜひこの機会にご参加ください。

　ハッピー＆リズム体操は、音楽に合わせて、楽しみながら体を動かし、体の柔軟性・筋力をつけるので、運動が苦手な方
でも参加しやすい体操です。
　さらに、食事・生活面のサポートもしますので、「運動してもなかなか効果が出ない…」と悩んでいる方にもお勧めです。
　健診結果にショックを受けている方、体脂肪が気になる方、運動したいけどなかなか一人では続かないという方等は、ぜ
ひこの機会に参加してみませんか？

■対　象　１～２歳児の親子
■場　所　玉里保健福祉センター
■時　間　午前10時～１１時４５分
■定　員　40組（定員になり次第締め切らせていただきます）
　　　　　※申込み多数の場合は新規者優先
■申込み　※９月１日（月）から受付を開始します

■対象者　40歳～69歳の方で6か月間継続して参加できる方（初めての方優先）
　　　　　＊治療中の方は医師の運動許可が必要です。
■定　員　30名（定員になり次第締切ります）
■場　所　小川保健相談センター
■指導者　日本レクリエーション協会公認レク・コーディネーター
　　　　　小泉　洋子　先生
■保険料　1,000円（６か月分・・・初回１０月９日にお預かりします）
　　　　　※その他、ボールエクササイズに使用するボール代（５００円程度）を集める予定です。
■その他　運動のできる服装・運動靴（室内用）・タオル・水分補給の水・筆記用具・健診結果（最近のもの）をお持ちください。
■日　程　全24回

■申込期間　９月２日（火）～12日（金）　土日を除く午前8時30分～午後5時30分

〈読み聞かせボランティア「ひこうせん」による
絵本の読み聞かせ〉

10月から3月の予定

午後1時30分～3時

日　程

１０月２１日（火）

１１月１８日（火）

１２月１６日（火）

内　容

簡単おもちゃ作り

小麦粉粘土遊び

簡単おもちゃ作り

持ってくるもの

なし

小麦粉コップ１杯分とボウル

ペットボトル、小豆やビーズなど

日　程

１月２０日（火）

２月２４日（火）

３月１７日（火）

内　容

節分のお面作り

簡単おもちゃ作り

からだを使って遊ぼう

持ってくるもの

なし

ラップの芯

水分補給用の水

１０月

１１月

１２月

３０日（木）２３日（木）１６日（木）９日（木）

２７日（木）２０日（木）１２日（水）６日（木）

２５日（木）１８日（木）１１日（木）４日（木）

１月

２月

３月

２９日（木）２２日（木）１５日（木）８日（木）

２６日（木）１９日（木）１２日（木）５日（木）

２６日（木）１９日（木）１２日（木）５日（木）

平成 20年 8月 21日　広報おみたま



9

　一般駐車場が不足していますので、巡回バスをご利用ください。今年はルート改編と大幅増便で利用しやすくなりま
した。のんびりと気ままにまつりの雰囲気を楽しめ、エコ対策、ガソリン代節約も可能です。ぜひ、最寄りの停留所か
ら巡回バスをご利用ください。

ふるさとふれあいまつりはふるさとふれあいまつりは（8/30、希望ヶ丘公園）（8/30、希望ヶ丘公園）

巡回バスで巡回バスで！！！！

小川・野田・橘・竹原方面（1号車・2号車）
①小川運動公園駐車場 9：20 10：20 11：20 12：20 13：20 14：20 15：20 16：20 17：20 18：20 19：20 19：40
②清水頭公民館前 9：25 10：25 11：25 12：25 13：25 14：25 15：25 16：25 17：25 18：25 19：25 19：45
③小川B＆G駐車場 9：30 10：30 11：30 12：30 13：30 14：30 15：30 16：30 17：30 18：30 19：30 19：50
④小川文化センター駐車場 9：35 10：35 11：35 12：35 13：35 14：35 15：35 16：35 17：35 18：35 19：35 19：55
⑤やすらぎの里小川前 9：40 10：40 11：40 12：40 13：40 14：40 15：40 16：40 17：40 18：40 19：40 20：00
⑥上馬場丁字路 9：45 10：45 11：45 12：45 13：45 14：45 15：45 16：45 17：45 18：45 19：45 20：05
⑦竹原中郷公民館前 9：50 10：50 11：50 12：50 13：50 14：50 15：50 16：50 17：50 18：50 19：50 20：10
⑧竹原小学校正門前 9：55 10：55 11：55 12：55 13：55 14：55 15：55 16：55 17：55 18：55 19：55 20：15
⑨希望ヶ丘公園駐車場着 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00 20：00 20：20
　希望ヶ丘公園駐車場発 10：50 11：50 12：50 13：50 14：50 15：50 16：50 17：50 18：50 19：10 20：20 21：30

上吉影・下吉影・堅倉方面（３号車・４号車）
①下吉影小学校前 9：00 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00 19：40
②上吉影小学校前 9：10 10：10 11：10 12：10 13：10 14：10 15：10 16：10 17：10 18：10 19：10 19：50
③佐才公民館前 9：15 10：15 11：15 12：15 13：15 14：15 15：15 16：15 17：15 18：15 19：15 19：55
④世楽公民館前 9：20 10：20 11：20 12：20 13：20 14：20 15：20 16：20 17：20 18：20 19：20 20：00
⑤柴高十字路 9：25 10：25 11：25 12：25 13：25 14：25 15：25 16：25 17：25 18：25 19：25 20：05
⑥イトウ製菓入口 9：30 10：30 11：30 12：30 13：30 14：30 15：30 16：30 17：30 18：30 19：30 20：10
⑦小岩戸JA堅倉支所 9：35 10：35 11：35 12：35 13：35 14：35 15：35 16：35 17：35 18：35 19：35 20：15
⑧小美玉市役所玄関前 9：40 10：40 11：40 12：40 13：40 14：40 15：40 16：40 17：40 18：40 19：40 20：20
⑨大曲駐車場（アッちゃん弁当前） 9：45 10：45 11：45 12：45 13：45 14：45 15：45 16：45 17：45 18：45 19：45 20：25
⑩中野谷斎藤商店 9：50 10：50 11：50 12：50 13：50 14：50 15：50 16：50 17：50 18：50 19：50 20：30
⑪竹原下郷郵便局前 9：55 10：55 11：55 12：55 13：55 14：55 15：55 16：55 17：55 18：55 19：55 20：35
⑫希望ヶ丘公園駐車場着 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00 20：00 20：40
　希望ヶ丘公園駐車場発 10：30 11：30 12：30 13：30 14：30 15：30 16：30 17：30 18：30 19：10 20：20 21：30

下玉里・上玉里・玉里 BG方面（5号車・6号車）
①小川駅前 9：10 10：10 11：10 12：10 13：10 14：10 15：10 16：10 17：10 18：10 19：10 19：40
②火の橋集落センター前 9：15 10：15 11：15 12：15 13：15 14：15 15：15 16：15 17：15 18：15 19：15 19：45
③平山中央 9：20 10：20 11：20 12：20 13：20 14：20 15：20 16：20 17：20 18：20 19：20 19：50
④高崎集落センター前 9：25 10：25 11：25 12：25 13：25 14：25 15：25 16：25 17：25 18：25 19：25 19：55
⑤玉里総合支所駐車場 9：30 10：30 11：30 12：30 13：30 14：30 15：30 16：30 17：30 18：30 19：30 20：00
⑥玉里 B＆G駐車場 9：40 10：40 11：40 12：40 13：40 14：40 15：40 16：40 17：40 18：40 19：40 20：10
⑦希望ヶ丘公園駐車場着 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00 20：00 20：30
　希望ヶ丘公園駐車場発 10：40 11：40 12：40 13：40 14：40 15：40 16：40 17：40 18：40 19：10 20：20 21：30

納場・羽鳥方面（7号車・8号車）
①JA納場支所 9：20 10：20 11：20 12：20 13：20 14：20 15：20 16：20 17：20 18：20 19：20 19：50
②納場小学校前 9：22 10：22 11：22 12：22 13：22 14：22 15：22 16：22 17：22 18：22 19：22 19：52
③江戸加藤石油店前 9：23 10：23 11：23 12：23 13：23 14：23 15：23 16：23 17：23 18：23 19：23 19：53
④羽刈北浦入口 9：25 10：25 11：25 12：25 13：25 14：25 15：25 16：25 17：25 18：25 19：25 19：55
⑤江戸住宅入口 9：26 10：26 11：26 12：26 13：26 14：26 15：26 16：26 17：26 18：26 19：26 19：56
⑥五万堀トップクリーニング店前 9：28 10：28 11：28 12：28 13：28 14：28 15：28 16：28 17：28 18：28 19：28 19：58
⑦ドラックてらしま前 9：29 10：29 11：29 12：29 13：29 14：29 15：29 16：29 17：29 18：29 19：29 19：59
⑧羽鳥駅・ふれあいセンター前 9：34 10：34 11：34 12：34 13：34 14：34 15：34 16：34 17：34 18：34 19：34 20：04
⑨大島屋酒店前 9：38 10：38 11：38 12：38 13：38 14：38 15：38 16：38 17：38 18：38 19：38 20：08
⑩十二所入口 9：40 10：40 11：40 12：40 13：40 14：40 15：40 16：40 17：40 18：40 19：40 20：10
⑪大谷陸橋 9：42 10：42 11：42 12：42 13：42 14：42 15：42 16：42 17：42 18：42 19：42 20：12
⑫希望ヶ丘公園駐車場着 9：50 10：50 11：50 12：50 13：50 14：50 15：50 16：50 17：50 18：50 19：50 20：20
　希望ヶ丘公園駐車場発 10：50 11：50 12：50 13：50 14：50 15：50 16：50 17：50 18：50 19：20 20：20 21：30

巡 回 バ ス 時 刻 表

※希望ヶ丘公園発最終便「21：30」は各方面毎にバス２台を運行します。 ※時間は多少前後します

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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　本年度の市民体育祭は、下記の日程により実施します。
みなさまお誘いあわせのうえご参加ください。

と　き　10月13日（月・祝）　雨天の場合　10月19日（日）
ところ　玉里運動公園

広報おみたま７月号に
掲載したクイズの答えは、

わたしをデザインしたのは誰
だれ

でしょう？

　７月６日（日）、小川南中体育館・小川高校体育館にて小
美玉市バレーボール協会主催による第１回小美玉市男女混
合バレーボール大会が開催されました。18チームの参加
があり、猛暑の中、男女ともに力を合わせて大盛況に試合
が行われました。

準優勝　ドリーム

優 勝　ラバーズ

第1回小美玉市男女混合第1回小美玉市男女混合
バレーボール大会開催!!バレーボール大会開催!!

　昨秋実施した「旧百里原海軍飛行場掩
えんたいごう

体壕群」の発掘調査
の成果や市内最古の石器が出土した遺跡、市内最大規模の
前方後円墳である滝台古墳などの資料を出土品や写真パネ
ルで解説しています。

※掩
えんたいごう

体壕…航空機を敵の攻撃から守るための格納庫

会　　期　10月19日（日）まで
会　　場　第１会場　玉里史料館
　　　　　　　　　　（旧石器時代から古代までの資料展示）
　　　　　第２会場　小川資料館
　　　　　　　　　　（中世から近現代までの資料展示）
開館時間　午前９時30分から午後６時まで
休 館 日　月曜日と祝祭日
　　　　　（祝祭日が月曜日の場合は、その翌日も休館）
※ 小川資料館は、月末整理のため 8/29（金）・9/30（火）
も休館日です。
入 場 料　無料
主　　催　小美玉市教育委員会 
問い合わせ　生涯学習センターコスモス　☎２６－９１１１

答えは、漫画家の石
い し

ノ
の

森
も り

章
しょう

太
た

郎
ろ う

さんです。

３本の触
しょっかく

角のナゾ ???

　「学ぶ」という字の頭に角
つの

が３本あるように、マナビィの
触角も３本あるのだそうです。ちなみに、ハチミツを集め
るツボの模様は、マナビィのイニシャルの「M

エム

」になってい
ますね !

生涯学習インフォメーション生涯学習インフォメーション
【問い合わせ】
生涯学習センターコスモス（生涯学習係、玉里公民館・図書館・史料館・文化ホール）☎ 26－9111
小川公民館　☎ 58－3111 ／小川図書館・資料館　☎ 58－5828 ／やすらぎの里小川　☎ 58－4580
美野里公民館　☎ 48－1110 ／羽鳥公民館　☎ 46－1519 ／羽鳥ふれあいセンター　☎ 46－4748
農村女性の家　☎ 48－1757 ／農村環境改善センター　☎ 49－1011 ／玉川地区学習等供用施設　☎ 58－4118
小川運動公園　☎ 54－0602 ／希望ヶ丘公園　☎ 47－0167
小川 B&G海洋センター　☎ 58－5744 
玉里運動公園、玉里 B&G海洋センター、スポーツ振興係　☎ 26－5761

平成 20年 8月 21日　広報おみたま



11

生涯学習インフォメーション

　７月23日から25日までの３日間、美野里中学校第２学
年の生徒２名が、小川図書館で職場体験学習をしました。
　仕事は、開館前の玄関の掃除や書架の整頓から始まりま
した。夏休みに入ったばかりなので、小学生や親子連れの
お客さんが訪れ、ふたりはカウンターの中で貸出や返却の
仕事を職員と一緒に行いました。また、雑誌の登録や返却
された本を棚に戻す作業なども体験しました。
　市の中学校では、進路指導の一環として第２学年生徒の
職場体験学習を市内外の事業所で行ってます。
　これは、子どもたちが明確な目的意識を持って学校生活
を送り、主体的に
自己の進路を見据
え、しっかりとし
た勤労観や職業観
を持ち、「生きる力」
を身に付けられる
よう学習するもの
です。

　７月24日、玉里図書館で「一日図書館員」が実施され
ました。市内の小学生６名が参加し、図書館の仕事に
ついて学びながら、貸出や返却作業、本の整理などを
体験しました。
　「貸出や返却がおもしろ
かった」、「本を元にあった
場所に戻すのが大変だった」、
「新しい友達ができた」など
の声が聞かれ、それぞれの思
い出を作ったようです。

図書館で体験学習 ～一日図書館員～

美野里中学校生徒が小川図書館で 「一日図書館員」として図書館の仕事を体験!

　この日はおりがみ教室も行われ、親子26名が参加
しました。井坂日出
代先生の指導のもと、
手遊びや歌遊びを交
えながら、かわいい
ペンギンや写真入れ
などを作りました。

親子で楽しくおりがみ!

夏休み親子体験講座で市民講師が大活躍

　８月２日、生涯学習センターコスモスで、「夏休み親子体験講座」が行われ、朝から親子連れで大にぎわいでした。
ペットボトルを利用したおもちゃ作り講座のほか、マジック講座では破いたティッシュペーパーがもとどおりにな
るマジックなどを覚え、和太鼓講座では初めて手にするばちを振り下ろし、音の大きさにびっくりしていました。
夜には心配していた雲も切れ、南の空に輝く木星を天体望遠鏡で観測することができました。
　生涯学習センターでは、人材バンクの登録と出前講座の開催を推進していますが、この日は市内にお住まいの方
がたなどを講師に招いて４つの講座を開催し、120名の参加者が夏の思い出づくりをしました。

マジック講師　宇都宮　金米さん（羽刈）・箭内　　実さん（羽刈）
和太鼓講師　関口　隆夫さん（川中子）・植田　康雄さん（田木谷）
天体観測講師　菊地　隆男さん（下玉里）

種と仕掛けはこうして作りま～す。 お母さんのほうが気合が入ってます。

～おもちゃ作って～・～マジックで???～・～和太鼓 たたいて 汗とび散らせ～・～ 夜はジュピター（木星）を観る～

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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　二本松の猪田忠男
さんの畑に、草丈が
2.5m、つぼみが80個
の巨大なヤマユリが
咲き始めました。猪
田さんも、どうして
こんなに多くの花が
つくのか分からない
とのことでしたが、
普通、花の数は、10
個程度。写真のとお
り、花は、花弁が外
に弧を描きながら広
がって、下から徐々

に咲いていきます。しかし、今年驚くべきことには、
さらに下10個ぐらいに、咲いた花の先にまたつぼみが
ついたことです。 
　14、5年前にも一度、このようなことがあったそう
ですが、今回は草丈、花の数ともに最大級で、その重
みで全体が傾いてしまうので、支え棒をして全部咲か
せたそうです。花の香りは甘く濃厚です。通常、発芽
から開花までには少なくとも５年以上かかり、また株
が古いほど多くの花をつけるそうです。写真のように、
とても豪華で華麗なユリです。

　高齢者が主体となって多世代が係わる地域貢献・社会貢献
活動に対して、都道府県知事の推薦に基づき顕彰助成を行っ
ている株式会社ニッセイ財団の顕彰金贈呈式が、７月７日、
茨城県庁で行われました。
　本市でも、小美玉市生物の会（大地 洸会長）が「生き生きシ
ニア活動顕彰」団体に選ばれ、顕彰金５万円の目録が贈呈され
ました。この顕彰を契機に、地域活動を通じての豊かな地域
社会建設に対して、より一層貢献されることが期待されます。

　犯した罪やけがれを除き去るためのお祓えの行事と
して、毎年６月30日に行われる夏越大祓式が、佐才の
稲荷神社で行われました。神社では、茅草で作られた
人が通れるほどの大きな輪をくぐる「茅の輪くぐり」が
行われ、安全祈願祭も行われました。この輪を右まわり、
左まわりと「∞」の字に３回通ることで、知らず知ら
ずおかしてしまった罪やけがれを祓うことができ、心
身ともに清らかな気持ちになれるといいます。

　貝谷老人クラブが市からの補助を受けて２年前に作付けし
たブルーベリーが、初めての収穫を迎え、７月５日に食味会
が開かれました。
　輪投げ、吹き矢の練習を楽しんだ後、大曽根憲雄さんの圃
場（1,700本植付け）に入り、早速、摘み取りを体験しました。
その場でほおばったり、ヨーグルトにトッピングしたりと思
い思いに味わいましたが、だれからも「大粒で、甘くておい
しい !」と好評でした。さらにブルーベリーは目にも良いとの
ことで、目の若返り（視力の向上）も期待されます。８月末に
予定されている市老人クラブ主催のスポーツ大会でもこのブ
ルーベリー効果（練習の成果）でよい成績がだせるかも?!

平成 20 年 8 月 21 日　広報おみたま
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第３回
小美玉市民文化祭 参加者募集!

　秋といえば、読書の秋・スポーツの秋・芸術の秋…。文化活動の祭典、文化祭のシーズンです。
　11月14日（金）から24日（月・祝）まで「第 3 回小美玉市民文化祭」を開催します。
　作品展示の部・舞台発表の部・イベントの部などの参加者を募集します。みなさんの素晴らしい作品や歌や踊りなど
日頃の文化活動の成果を、ぜひ文化祭で発表してみませんか ?

◆会場及び開催期間
項　　目 小川会場 美野里会場 玉里会場
会　　場 小川文化センター ほか 四季文化館（みの～れ） ほか 生涯学習センター（コスモス） ほか

開催期間 11月22日（土）～24日（月・祝） 11月14日（金）～24日（月・祝） 11月14日（金）～16日（日）

◆対象者　市内在住・在勤・在学の方、市内で活動するサークルの会員。個人でも団体でも参加できます。
　　　　　ただし、1 つの種別につき 1 会場のみの参加となります。
◆参加料　無料です。
◆表彰等　作品展示の部、舞台発表の部、イベントの部すべてにおいて審査・表彰は行いません。

●作品展示の部
○出品は種別ごとに 1 人 1 点限りとし、組作品等は別に 1 点とします。
　ただし、菊花は 1 つの種別につき 5 点以内とします。
○複数の種目への出品もできます。
○会場への搬入・搬出は出品者が直接行ってください。
　本人の都合により、搬入・搬出ができない場合は、必ず代理人の手配をお願いいたします。

種　　目 作　品　規　格 種　別（各１点の出品ができる。）

絵　　画 20 号※まで。額または仮枠をつけてください。
（※約：横幅73cm×高さ61cm以内）

水墨画・油絵・日本画・絵手紙
ちぎり絵・イラスト・和紙絵・切り絵

書　　道 半紙以上半切以内。軸装または額装・枠装とします。 書・字手紙・かな書道・ペン字

写　　真 四つ切又はA4 サイズ以上全紙以内。軸装または額
装・枠装とします。 写真（組み写真は不可）

工　　芸 パネルまたは机に展示できる範囲とし、横幅60cm
×高さ160cm以内とします。

陶芸・トールペイント・パンの花・篆刻・パッチワー
ク・木彫り・創作人形・彫刻・はたおり・さしこ・アー
トフラワーなど

手　　芸 横幅60cm×高さ160cm以内 洋裁・和裁・編み物・染物・押し花
華　　道 90cm×90cm以内 生け花・フラワーアレンジメント
文　　芸 色紙、短冊、原稿用紙等を使用します。 短歌・俳句・川柳・随筆
盆　　栽 90cm×90cm以内 盆栽・ミニ盆栽
菊　　花 1m×1m以内（直接搬入・搬出をお願いします。） 盆養・だるま・福助・懸崖・菊盆栽

幼小中学生作品 別に定めます。 習字・図画・詩画・共同工作等
ポスター展 別に定めます。 明るい選挙啓発

◆作品の搬入（持ち込み）及び搬出（持ち出し）

項　　目 小川会場 美野里会場 玉里会場

搬入・展示 一　般  11/21（金）   9：00 ～19：00
児童生徒  11/21（金）15：00 ～19：00

一　般  11/13（木）  9：00 ～19：00
児童生徒  11/19（水）15：00 ～19：00

一　般  11/13（木）  9：00 ～19：00
児童生徒  11/12（水）15：00 ～19：00

搬出・返却 一　般　11/24（月・祝）15：30 ～児童生徒
一　般  11/18（火） 15：30 ～
児童生徒  11/24（月・祝）15：30 ～

一　般  11/16（日）15：30 ～児童生徒

○会場への事前のお持ち込みは、ご遠慮ください。
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●舞台発表の部
◆出 場 数　 種目ごとに１人１回限りとします。ただし、複数のグループに所属している方はグループごとに出場でき

ます。
◆持 参 品　演奏等に使うピアノ以外の楽器・カセットテープなどは、発表者の持参となります。
◆種　　目　 舞踊・詩吟・民謡民舞・カラオケ・合唱（コーラス）・独唱・朗読・手芸作品ファッションショー・ダンス・

太極拳・新体操・フラメンコ・フラダンス・フォークダンス・手話・マジック・合奏・独奏（大正琴、ハー
モニカ、鼓笛隊、ブラスバンド、金管バンド、箏

こと

、オカリーナ、吹奏楽、軽音楽、ギター、ピアノ、バイ
オリン）など。

期　　日 小川会場 美野里会場 玉里会場

11/15（土） （音響反射板を使う発表）
合唱・合奏・独奏 ほか 舞台発表 9/19（金）13：30

生涯学習センター
（コスモス）で舞台
発表の部の申込者11/16（日） （音響反射板を使わない発表）

詩吟 ほか 舞台発表

11/22（土） （音響反射板を使う発表）合唱・合奏・独奏 ほか
（音響反射板を使わない発表）
ダンス・太極拳 ほか

11/23（日） （芸能大会）詩吟・舞踊・民謡民舞 ほか
（音響反射板を使わない発表）
民謡民舞 ほか

11/24（月・祝）カラオケ カラオケ

◆実施日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （７月18日時点での、会場ごと種目の実施日です。）

●イベントの部
◆参加要件　 必要な備品・用具などは、お手数でも各自でご用意ください。飲食品を扱う方は、保菌（検便）検査を必ず受

けていただきます。
◆種　　目　囲碁大会・将棋大会・各種バザー店・各種体験コーナーを計画する方・その他

●出品・参加の申込方法
　個人及び団体での出品・参加とも、下記受付施設に備えておきますので申込書に必要事項を記入し、8月21日（木）から
９月16日（火）までに、最寄りの受付施設の開館時間内に窓口へお届けください。

◆受付施設
施設名称 休館日 施設名称 休館日 施設名称 休館日
小川公民館 な　し やすらぎの里小川 月曜日 四季文化館（みの～れ） な　し

小川文化センター 月曜日 美野里公民館 水曜日 生涯学習センター（コスモス） 月曜日

問い合わせ先
　小美玉市市民生活部生活文化課（小川文化センター内）　☎４８－１１１１（代表）　内線2500
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎５８－０９２１（直通）

切り取り線

第3回小美玉市民文化祭参加申込書
参加希望会場に○印 ⒈小川会場　　　　　⒉美野里会場　　　　　⒊玉里会場

参加部門
出品・参加する種目 種　　別

作品の題名又は
曲名など

大きさ
（cm）

縦　 　　　   横　　　　 高さ
×　　　　　×     
( 作品展示のみ)

展示方法・パネルに展示

　　　・机上に展示
氏　　名

ふりがな

連 絡 先
住所：
電話：

団体名
ふりがな
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　世楽の八文字善一さん宅で、今年スイカの苗を10本
植えたところ、１つだけ今までにない大きなスイカが
できたと連絡をいただきました。
　重さは、11.5kgで、写真のようにみごとなもの !
　切って食べるのはちょっともったいないような大き
さでした。八文字さんご夫婦も「中はどうかな」と食味
を楽しみにしているようでした。

　7月10日の見学会は、一般公募による17名の参加により茨
城空港の新滑走路と茨城空港へのアクセス道路として整備が
進む東関東自動車道水戸線の（仮称）茨城ジャンクションを見
学しました。
　参加者は、国土交通省の現地詰所で、担当官から茨城空港
の整備状況などの説明を受けた後、新滑走路現場で、手のひ
らサイズの石に茨城空港への夢や期待などを記入したメッ
セージストーンの投入を行いました。メッセージストーンは、
新滑走路の舗装下の路盤材として使用されます。
　また、東関東自動車道水戸線と北関東自動車道水戸線の交
差部である茨城ジャンクション（仮称）の建設現場などを見学
し、参加者からは
「茨城空港からいろ
いろな所へ行きた
い」、「高速道路が
できると便利にな
る」などの感想が寄
せられました。

　7月13日、与沢さわやかパトロール隊（村山尚武区長）では、
地区内の交通事故防止および火災予防のため、通学路の雑草
や樹木の除去作業を行いました。
　今回は、梶無川、天神下揚水機場周辺から県道大和田・桃
浦停車場線までの農道周辺の雑草除去となりましたが、朝早
くからの作業で通学路を狭めていた茂みが取り払われ、見違
えるほど見通しの良い安全な通学路となりました。

　建物の外壁にネットを張り、ヘチマなどの蔓
つる

植物を
はわせて夏の強い日差しを和らげる「グリーンカーテ
ン」は、暑い日に木陰で涼んでるような気持ちにさせて
くれます。  
　羽鳥小学校では、4年生がヘチマの観察学習のため
に、はじめて3階ベランダでヘチマを育てています。
　４年生担任の長島先生は、「はじめての試みで夏休み
の間、水やりなどを交替で行うなど手間はかかるけど、
夏休み明けが楽しみです」とヘチマの成育を楽しみに
しているようでした。 
　同校ではまた、夏
休みの間、子どもた
ちの学習の場として、
図書室の開放を行い
ました。夏休みに学
校を訪れ、宿題を早々
と図書館ですませる
姿がみられました。

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
申

請
書
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の
交

付
申
請
書
は
、
交
通
安
全
協
会
事
務

局
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
証
明

書
の
手
数
料
に
は
、
７
０
０
円
が
必

要
で
す
。）

申
請
期
限　

 

9
月
19
日（
金
）

　

問
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

（
石
岡
警
察
署
内
）

　

☎
２
６-

２
２
９
３

◆
水
戸
会
場

日　

時　

 

９
月
17
日（
水
）　　
　

 

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

（
受
付
：
午
後
0
時
30
分
〜
）

場　

所　

 

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

　
　
　
　
　
（
水
戸
市
宮
町
1-

6-

1
）

◆
土
浦
会
場

日　

時　

 

10
月
３
日（
金
）　　
　

 

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

（
受
付
：
午
後
0
時
30
分
〜
）

場　

所　

 

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　
　
　
　
　
（
土
浦
市
城
北
町
２-

24
）

※ 
参
加
を
希
望
す
る
求
人
者
・
障
が

い
者
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石

岡（
☎
２
６-
８
１
４
１
、
℻  
２
６-

８
１
４
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時　

8
月
31
日（
日
） 

　
　
　
　

開
場 

午
後
1
時　

場　

所　

 

笠
間
市
立
友
部
公
民
館 

大
会
議
室（
笠
間
市
役
所

と
な
り
）

内　

容　

 

・
講
演
「
て
ん
か
ん
：
た

だ
し
く
知
っ
て
元
気
に
生

き
る
」

堀
田
秀
樹
先
生
（
県
立
こ

ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

長
、医
師
、小
児
神
経
学
）

・
相
談
と
交
流

保　

育　

 

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

参
加
費　

 

無
料（
た
だ
し
、非
会
員
は

資
料
代
の
み
有
料
）

問 

社
団
法
人
日
本
て
ん
か
ん
協
会

茨
城
県
支
部（
別
称
：
波
の
会
）

　

☎
０
２
９-

２
６
９-

４
０
８
４

　

成
年
後
見
制
度
を
有
効
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
全
国
一
斉
に
成
年

後
見
等
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
電
話
相
談

や
訪
問
相
談
な
ど
無
料
相
談
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
前
日
ま
で
に
電
話
に
て
ご
予
約
く

だ
さ
い
。）

日　

時　

 

９
月
13
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
3
時
（
受
付 

午

前
10
時
〜
午
後
2
時
）

相
談
内
容　

 

遺
言
と
成
年
後
見
に
関

す
る
相
談

方　

法　

 

面
談
お
よ
び
電
話
に
よ
る

相
談

場　

所　
 【

水
戸
会
場
】　　
　
　

 
茨
城
司
法
書
士
会
館　

（
水
戸
市
五
軒
町
1-

3-

16
）

※ 

会
場
は
水
戸
会
場
以
外
に
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
団
法
人 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部

　

☎
０
２
９-

３
０
２-

３
１
６
６

　

茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
９-

２
２
５-

０
１
１
１

　

石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

会
員
の
方
で
5
年
を
経
過
し
10
年
以

上
の
無
事
故
無
違
反
運
転
者
に
対
し

て
、
石
岡
警
察
署
長
と
石
岡
地
区
交

通
安
全
協
会
長
連
名
で
、
無
事
故
無

違
反
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。
受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
表

彰
申
請
書
と
無
事
故
無
違
反
証
明
書

（
8
月
1
日
以
降
発
行
の
も
の
）を
添

相
談
日　

毎
月
第
4
火
曜
日

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

 

水
戸
市
役
所 

1
階 

市
民
相

談
室
前「
総
合
労
働
相
談
所
」

相
談
料　

無
料

※ 

相
談
は
面
接
方
式
で
行
い
、
電
話

相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
事
務
局
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　

 

平
日　

午
前
9
時
〜

午
後
5
時

　

問
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
局

　

☎
０
２
９-

２
２
６-

３
２
９
６

　

℻  
０
２
９-

２
２
６-

９
４
４
０

日　

時　

 

10
月
15
日（
水
）　　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

 

水
戸
市
男
女
文
化
セ
ン

タ
ー「
び
よ
ん
ど
」

　
　
　
　
（  

水
戸
市
五
軒
町
1-

2-

12

　
　
　
　
　

☎
０
２
９-

2
2
6-

3
1
6
1
）

相
談
内
容　

・ 

土
地·

建
物
に
絡
む
紛
争
、
金
銭

貸
借
等
の
紛
争
な
ど

・ 

多
重
債
務
に
関
す
る
こ
と

・ 

夫
婦
関
係
、
離
婚
、
子
の
養
育
、

扶
養
な
ど

・ 

相
続
、
遺
産
分
割
に
関
す
る
紛
争
な
ど

・ 

民
事·

家
事
の
調
停
手
続
き
な
ど

に
関
す
る
相
談

相 
談
員

　

民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

（株）エイブルコーポレーション

TEL：0299-47-0882　URL：http://www.ablecorp.jp

連携店

笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

第
38
回
て
ん
か
ん
市
民
講
座

障
が
い
者
就
職
面
接
会

全
国
一
斉
無
料
成
年
後
見
相
談
会

優
良
運
転
者
の

表
彰
を
行
い
ま
す

申

総
合
労
働
相
談
所
の
ご
案
内

申

無
料
調
停
相
談
会

平成 20年 8月 21日　広報おみたま
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文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3　☎0299（48）2568

詳細はiタウンページ（インターネット）に掲載中

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
JBDFプロダンスインストラクター

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
が
た
の
た
め
に「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
つ
く
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
現
場
で
働
く
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者 

　

建
設
現
場
で
働
く
人

掛　

金　

 

日
額
３
１
０
円

問
独
立
行
政
法
人

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
茨
城
県
支
部

　

☎
０
２
９-

２
２
５-

０
０
９
５

　

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.kentaikyo.
taisyokukin.go.jp/

　

平　

日
：
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
、

　

土
日
祝
：
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

・（
社
）デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

　

http

：//w
w
w
.dpa.or.jp

　

大
学
婦
人
協
会 

茨
城
支
部
は
、

１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）の
設
立
以

来
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
や
国
際

理
解
と
親
善
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

調
査
研
究
や
出
前
講
座
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

支
部
創
立
60
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
大
学
婦
人
協
会
茨
城
支
部
の
果

た
す
社
会
的
役
割
に
鑑
み
、
そ
の
生

き
方
や
精
神
が
社
会
的
貢
献
に
つ
な

が
る
と
思
わ
れ
る
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

め
ざ
す
県
内
の
女
性
に
奨
学
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

応
募
資
格　

 

　

 　

就
労
や
学
業
を
何
ら
か
の
理
由

（
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
）

で
中
断
し
た
が
、就
職
・
学
業
・
資

格
取
得
な
ど
に
向
け
て
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
め
ざ
し
て
い
る
県
内
に
居

住
・
通
学
・
通
勤
し
て
い
る
女
性
。 

　

な
お
、後
日
、経
過
報
告
を
提
出

で
き
る
方
。

奨
学
金
支
給
額
お
よ
び
募
集
人
員

1
名
に
つ
き
10
万
円　

2
名
程
度

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）7
月
24
日

ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ（
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
）は
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の

方
は
、そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送（
デ

ジ
タ
ル
放
送
）を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
と

き
に
は
、
①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
②
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
③
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
、
各
方
法
が
あ
り

ま
す
。
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
U
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
B
S
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
２
０
１
１

年
7
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

問
・ 

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
）

　

 

☎
０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 

I
P
電
話
な
ど
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

が
つ
な
が
ら
な
い
場
合 

　

☎
０
３-

４
３
３
４-

１
１
１
１

　

平
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
、

　

土
日
祝
：
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

・ 

B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー（
B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
）

　

 

☎
０
５
７
０-

０
１-

２
０
１
１

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 

I
P
電
話
な
ど
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

が
つ
な
が
ら
な
い
場
合 

　

 

☎
０
４
５-

３
４
５-

４
０
８
０

提
出
書
類　

⑴ 

大
学
婦
人
協
会 

茨
城
支
部 

所
定

の
応
募
用
紙（
写
真
添
付
）

⑵ 
レ
ポ
ー
ト 

課
題
：「
私
の
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
」１
２
０
０
字
以
内（
原
稿

用
紙
ま
た
は
A
4
判 

横
書
き
）

※ 

最
終
学
校
ま
た
は
在
学
校
の
学
業

成
績
証
明
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

　

 

右
記
提
出
書
類
⑴
⑵
を
事
務
局
あ
て

に
、郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
9
月
30
日 

必
着
）

選
考
方
法

　

 

大
学
婦
人
協
会 

茨
城
支
部
60
周

年
記
念
奨
学
生
選
考
委
員
会
等
で

審
査
・
選
考
し
ま
す
。

　

 

選
考
結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

（
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
）

そ
の
他

⑴ 

所
定
の
応
募
用
紙
は
、茨
城
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵ 

贈
呈
式
は 

平
成
21
年
1
月
31
日

（
土
）の
予
定
。（
詳
細
は
後
日
通
知

し
ま
す
）

　

問（
社
）大
学
婦
人
協
会 

茨
城
支
部

　

http

：//w
w
w
.jauw

-ibaraki.org

〈
事
務
局
〉

〒
３
０
１-

０
８
３
９

龍
ヶ
崎
市
出
し
山
町
７
８-

１

☎
０
２
９
７-

６
２-

５
３
０
５

地域社会への貢献と信頼

代表取締役　島田　裕一

〒319-0126　小美玉市大谷790-21
TEL:0299-36-8822　FAX:0299-36-8823
E-mail:toho@ibaraki.email.ne.jp

建 設コン サル タント登 録
測 量 業 登 録
補 償コン サル タント登 録

健 1 5 号 第 7 9 8 8 号
第 （ 2 ） 2 2 0 2 2 号
補 1 5 第 4 2 5 6 号

ご
存
知
で
す
か
？

建
退
共
制
度

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
大

切
な
お
知
ら
せ
で
す

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
め
ざ
す

女
性
を
応
援
し
ま
す
!

ー
特
別
奨
学
生
募
集
ー

申

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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けんこうビュー

⒈開催日時等
　■開催日時　9月11日（木）　午後から
　■集合場所　小美玉市役所及び小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時20分）
　■見学場所　国土交通省が整備する茨城空港
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
⒉募集対象及および定員
　■対　　象　市内在住の方に限ります。
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必
　　　　　　　　要となります。
　■定　　員　30名程度
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■8月23日（土）から定員になり次第終了。
＊募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入の
　うえ、ファックスまたは電子メールでお申込みくださ
　い。申込みは先着順となりますので、お早めにお申
　込みください。
①郵便番号、住所、電話番号　②氏名、性別
③生年月日、年齢
④勤務先または学校名
　（役職名または学級名なども記入願います）
⑤集合希望場所
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内 「茨城空港見学会」担当
　　☎48－1111　内線1171　　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参加
者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしています。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
運
動
機
能
の

維
持
向
上
と
転
倒
・
寝
た
き
り
・
閉

じ
こ
も
り
・
認
知
症
の
予
防
を
目
的

と
し
て「
老
化
防
止
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
あ
わ
せ
た

楽
し
い
内
容
で
、
腰
痛
や
膝
痛
、
肩

こ
り
の
改
善
に
も
効
果
的
で
す
。

と　

き　

 

9
月
2
日
か
ら
11
月
28
日 

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

（
全
25
回
）

と
こ
ろ　

 

農
村
女
性
の
家

　
　
　
　
（
納
場
４
８
１-

５
）

対
象
者　

 

65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も

内　

容　

 

体
力
測
定（
上
体
そ
ら
し
・

片
足
立
ち
時
間
・
背
筋
力
・

歩
行
速
度
・
立
位
体
前
屈
・

反
射
棒
・
下
肢
筋
力
・
肺

活
量
な
ど
）、全
体
で
の

体
操
指
導（
バ
ラ
ン
ス
運

動
・
柔
軟
・
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
）、個
別
で
の
体
操
指

導（
個
別
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
）、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

利
用
者
負
担　

 

1
回
３
０
０
円　

（
傷
害
保
険
料
も
含
む
）

申
込
受
付　

 
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

問
N
Ｐ
O
法
人

ウ
ェ
ル
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
茨
城

　

☎
４
６-

７
７
０
０

老
化
防
止

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

申
■開催日　10月19日（日）
■場  所　航空自衛隊百里基地
■その他　航空観閲式当日は、招待者以外は入場で
　　　　　きません。

　当日および事前飛行訓練中は、騒音等により大変ご
迷惑をおかけしますが、何とぞ、ご理解のうえご協力
をお願いします。

問い合わせ　航空自衛隊百里基地渉外室　
　　　　　　☎５２－１３３１

　百里基地は、自衛隊記念日行事の一環として、平成
20年度航空観閲式を次のとおり実施することとなりま
した。

平成20年度
航空観閲式

平成 20年 8月 21日　広報おみたま
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー マタニティーブルーと
産後うつ病について

●マタニティーブルーの症状
　○わけもなく涙もろくなる。　　　　　　　　　　　　　○気分が沈み、落ち込んでしまう。
　○イライラして、周囲の人に八つ当たりしてしまう。　　   ○集中力が低下する。
　○気分がコロコロ変化してしまう。
　○食事が食べられなくなる、または逆に食べすぎてしまう。

　産後の精神状態が不安定になることをマタニティーブルーといいます。
マタニティーブルーは経産婦の方より子育ての経験がない初産婦の方が多く経験しています。育児や母親と
しての生活を前に不安が増大することが１つの原因と考えられています。また、妊娠・出産というホルモンバ
ランスの変化により体と感情が追いつけない状態とも言われています。マタニティーブルーは産後２～３日
ごろから始まり１～２週間のうちにその症状が消失して、自然に治っていきます。

⒈マタニティーブルー

　産後数週から数か月で表れるうつ病で、出産した方の10％が発症するといわれています。出産前後のホル
モンの激変や心身の疲労、ストレスなどが原因とされます。気分が落ち込むなどうつ病と同じ症状のほか、育
児に対して過度の心配や恐怖を抱いたり、子どもに愛情がわかないと自分を責めたりすることもあります。
産後数日で発症し、自然に治るマタニティーブルーとは区別されます。

⒉産後うつ病

●マタニティーブルーの対処方法
　○時間が経てば、ホルモンバランスが妊娠前の状態に戻っていき自然に改善していきます。
　○リラックスして精神的に安定できるような環境づくりが大切です。
　○睡眠時間をしっかりとることで和らげることも可能です。
　○夫や周囲の方の協力が必要です。

●産後うつ病の対処方法
　○いくつか思い当たる点（症状）があれば、医療機関（精神科、心療内科）へ相談に行かれる
　　ことをおすすめします。
　○うつ病は専門医の手当てが必要な病気であり、適切な治療を受けることにより回復します。
　○うつ病の治療には家族の温かい支えが大切です。（うつ病を理解する）
　○うつ病治療の基本は休養です。（家事や育児に協力、代行する）
　○通院の時は、できるだけ家族が同行しましょう。

●産後うつ病の特徴的な症状
　うつ病の一般的な症状と同じように、気分の落ち込みや不安感、いらいら、不眠、食欲不振、そのほか次の
点がないか注意しましょう。

　○母親としての役割が果たせないと悩む。　　　　　○育児に自信がない。
　○子どもの将来を過度に心配する。　　　　　　　　○育児に神経質になる。
　○子どもや夫に愛情を感じられない。　　　　　　　○将来に対する希望がなくなる。
　○育児を放棄する。　
　○精神症状の代わりに頭痛、だるさなどの身体的症状が現れることも多く、原因不明の体調不良が続く。

広報おみたまお知らせ版８月号（７月31日発行）でお知らせしました人権相談（P18）の会場に誤りがありました。正しくは、次の
とおりとなりますので、お詫びして訂正します。
人権相談　　と　き　９月４日 ( 木 ) 午前 10 時～午後 3時
　　　　　　ところ（誤）四季健康館 ⇒ （正）玉里保健福祉センター

＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞

広報おみたま　平成 20年 8月 21日
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

十
年
前
亡
き
夫
植
え
し
柿
の
花
芽
数
多
持
ち
し
を
佛
前
に
告
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

剪
定
の
鋏
小
脇
に
じ
っ
く
り
と
庭
師
は
松
の
枝
ぶ
り
見
つ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

ネ
モ
フ
ィ
ラ
を
背
に
子
と
孫
と
写
さ
る
る
わ
が
残
生
の
思
い
出
と
せ
ん　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

や
う
や
く
に
稿
書
き
上
げ
て
目
を
転
づ
る
窓
に
梅
雨
の
あ
め
の
激
し
き　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子 

　

ハ
チ
ロ
ー
の「
小
さ
い
母
の
う
た
」読
み
次
ぎ
ゆ
く
八
十
路
の
媼お

う
な

穏
し
き
顔
に
て　
　
　

中　

根　

良　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ

た
げ毛
は
風
に
絶
え
間
な
く
と
び
ゆ
く
畑は

た
も面
家
を
越
え
つ
つ　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

あ
た
た
か
き
風
吹
く
今
日
も
ペ
タ
ル
踏
み
タ
ン
ポ
ポ
の
咲
く
川
土
手
を
ゆ
く　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

池
の
面
に
垂
れ
い
る
藤
の
花
房
を
鴨
の
雛
ら
が
く
ぐ
り
て
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

い
か
に
し
て
冬
を
越
え
し
か
水
光
る
小
川
に
群
れ
し
め
だ
か
見
て
い
る　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

齢と
し

若
く
逝
き
し
知
人
の
葬
送
に
涙
と
ま
ら
ず
小
雨
の
中
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

み
の
り
短
歌
教
室

　

夢
の
中
す
れ
ち
が
い
し
は
黄
泉
の
夫
と
卆
寿
の
母
は
不
安
を
語
る　
　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

大
正
琴
演
奏
用
の
ス
カ
ー
ト
の
あ
と
い
く
た
び
と
時
か
け
て
た
た
む　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

頼
ま
れ
し
南
高
梅
の
赤
み
お
び
て
仕
上
が
り
気
に
な
り
土
用
待
た
れ
る　
　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子

　

こ
ぼ
れ
種
固
ま
り
て
芽
吹
く
百
日
草
梅
雨
の
晴
れ
間
を
待
ち
て
植
え
替
う　
　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

　

丼
に
納
豆
混
ぜ
い
る
朝
ド
ラ
に
夫
と
ふ
た
り
の
昔
を
語
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

島　

知　

子

玉
里
短
歌
会

　

い
く
千
の
蛍
糸
引
く
様さ

ま

に
舞
う
闇
の
川
辺
に
声
な
く
佇た

て
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

堤
防
の
茅
花
の
絮わ

た

毛
ひ
か
り
を
び
湖う

み

風
に
乗
り
舞
ひ
舞
ひ
飛
べ
り　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

予
報
は
雨
山
鳩
鳴
か
ず
外
を
見
る
降
り
そ
う
も
な
く
栗
の
花
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ

　

情
愛
が
涙
を
誘
う
田
舎
旅
人
に
触
れ
合
う
心
の
し
づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

忠　

次

　

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
崩
れ
ゆ
く
身
か
望
み
な
く
蹴け

つ
ま
ず躓

き
つ
つ
日
日
を
踏
み
ゆ
く　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

寄
稿

　

過
ぎ
去
り
し
遠
き
日
の
事
古
き
事
胸
に
あ
ふ
れ
て
思
い
偲
び
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

澤　

ヒ
ロ
江

小
川
俳
句
会

　

山
路
越
え
青
葉
風
吹
く
な
じ
み
宿　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

木
下
闇
皆
で
含
み
し
延
命
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

大
寺
の
山
門
映
え
る
あ
じ
さ
い
花　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子  

　

成
田
山
石
段
わ
き
の
濃
紫
陽
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み  

　

大
青
田
筑
波
へ
続
く
夕
茜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

み
づ
う
み
俳
句
会

　

民
宿
に
海
の
息
吹
を
抱
く
四よ

葩ひ
ら　

　
　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

棟
上
げ
の
空
む
く
む
く
と
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

老
鶯
を
し
ば
し
聞
き
い
る
く
ね
り
坂　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

　

一
杯
の
茶
の
温
も
り
や
梅
雨
の
卓　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

水
戸
街
道
果
つ
る
と
こ
ろ
の
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

み
の
り
俳
句
会　
　

　

巣
立
鳥
着
地
失
敗
し
な
が
ら
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

人
の
世
は
待
つ
こ
と
多
し
更
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

ひ
な
げ
し
の
色
と
り
ど
り
の
風
に
ゆ
れ　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

開
け
放
ち
若
葉
の
風
を
取
り
入
れ
る　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

　

思
ひ
き
り
枝
を
詰
め
た
る
柿
若
葉　
　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

欅
の
会

　

で
で
虫
の
今
日
の
歩
み
は
満
ち
た
り
ぬ　
　
　
　
　
　

加　

藤　

伊
都
子

　

鬼
百
合
の
群
れ
咲
く
先
や
大
奥
跡　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　

禮　

子

　

実
桜
の
ま
る
ま
る
熟
れ
し
東
口　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

よ　

し

　

水
無
月
の
彩
裏
返
す
大
夕
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

あ　

さ

　

い
ち
に
ち
の
軽
さ
重
さ
や
夏
椿　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

水
郷
の
風
の
せ
て
過
ぐ
あ
や
め
舟　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

麦
飯
を
復
活
さ
せ
て
母
を
恋
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

峡か
い

暮
れ
て
鳴
い
て
を
り
け
り
ほ
と
と
ぎ
す　
　
　
　
　

嶋　

田　

美　

音   

　

五
箇
山
の
家
望
み
た
り
麦
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

幸　

子

　

物
干
の
竿
の
重
み
や
梅
雨
晴
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

文　

江

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

老ろ
う
お
う鶯
の
啼な

い
て
散
歩
の
足
軽
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

正　

治

　

今
朝
も
ま
た
円
周
広
げ
蓮は

す
う
き浮
葉は　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

野　

紅　

葉

　

風
落
ち
て
蒸
し
来
し
夕
の
暑
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

森　

俊

　

祭
人
も
生な

り
わ
い業
と
な
る
時
勢
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

鐘
の
音
の
余
韻
き
れ
ぎ
れ
夏
落
葉　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

平成 20年 8月 21日　広報おみたま
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裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑

事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、

有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
裁
判
官
と
一
緒

に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
を
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
Q
&
A
を
通
し
て
、
裁
判
員
制
度
に
理
解
を
深
め
、

刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
負
担
感
や
不
安
感
を
少
し

で
軽
減
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
1　

 

候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
ら
、
必
ず
裁
判
所
に
行

く
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
?

A
1　

 

前
号
の
Q
&
A
の
と
お
り
、
裁
判
員
候
補
者
は
、
実

際
の
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

記
載
さ
れ
て
も
、
く
じ
で
選
ば
れ
ず
、
裁
判
所
に
来

て
い
た
だ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
裁

判
員
候
補
者
名
簿
は
1
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
ま
す
の

で
、
1
年
間
が
経
過
す
れ
ば
裁
判
員
候
補
者
で
は
な

く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
翌
年
以
降
の
裁
判
員
候
補

者
は
、
前
年
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
選
挙
人
名
簿
か
ら

く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
翌
年
以
降
の
裁
判
員
候

補
者
名
簿
に
再
び
記
載
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
5
年
以
内
に
裁
判
員
な
ど
に
な
っ
た

方
や
、
過
去
1
年
以
内
に
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁

判
所
に
来
て
い
た
だ
い
た
方（
辞
退
が
認
め
ら
れ
た
方

は
除
く
。）
な
ど
は
、

裁
判
員
に
な
る
こ
と

を
辞
退
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
の
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

が
あ
る
場
所
は
、
戦
時
中
、
海
軍

の
航
空
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
百
里

原
海
軍
航
空
隊
の
歴
史
は
、
昭
和

13
年（
１
９
３
８
）、「
筑
波
海
軍
航

空
隊
百
里
分
遣
隊
」と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
当
時
は
、
飛
行
練
習
生

の
中
練
教
育
が
行
な
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
昭
和
14
年（
１
９
３
９
）に

独
立
し
、
百
里
原
海
軍
航
空
隊
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
18
年（
１
９
４
３
）こ
ろ
に

は
、
艦
上
爆
撃
機
や
艦
上
攻
撃
機
な

ど
の
実
用
機
の
操
縦
と
偵
察
員
の

教
育
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
大
戦
末
期

の
こ
ろ
に
な
る
と
、
特
攻
の
訓
練

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
２
月
こ
ろ
か
ら
、
米
軍

戦
闘
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
等
の
攻

撃
が
激
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

グ
ラ
マ
ン
や
P
51
ム
ス
タ
ン
グ
な

旧
百
里
原
海
軍
飛
行
場
掩
体
壕
群

ど
に
よ
る
攻
撃
が
百
里
原
に
も
押

し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
機
銃
掃
射
の
攻
撃
か

ら
、
航
空
機
を
守
る
た
め
に
掩
体
壕

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
機
銃
掃
射
は
、

真
上
か
ら
の
攻
撃
が
な
い
た
め
、
ま

わ
り
に
土
盛
り
を
し
た
だ
け
の
無む

蓋が
い

掩
体
壕
が
築
か
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
が
、
百
里
原
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
状
に
敷
設
さ
れ
た
滑
走
路
の
周

辺
に
80
基
ほ
ど
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
無む

蓋が
い

掩
体
壕
は
、
そ

の
後
、
多
く
が
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
で
も
10
基
近
く
が
現
存
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
の
造
成
や
、
県
道
、
市
道
改
良

工
事
に
伴
い
、
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
、
第
12
、
13

号
掩
体
壕
の
２
基
が
小
美
玉
市
教

育
委
員
会
に
よ
り
発
掘
調
査
さ
れ
、

多
く
の
新
知
見
を
得
て
い
ま
す
。

　

無む

蓋が
い

掩
体
壕
は
２
機
を
収
容
で

き
る
よ
う
に
作
ら
れ
、
他
に
側
溝
を

伴
う
誘
導
路
も
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
掩
体
壕
の
内
部
や
誘
導
路
に

は
、
い
く
つ
も
の
爆
撃
で
あ
い
た

穴（
爆
撃
痕
）が
あ
り
ま
す
。
米
軍

の
攻
撃
は
、
単
に
機
銃
掃
射
だ
け

で
は
な
く
、
爆
弾
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾

を
使
用
し
た
爆
撃
も
熾
烈
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

１
２·

７
㎜
機
銃
弾
を
は
じ
め
、

７·

７
㎜
機
銃
弾（
日
本
製
の
も

の
）、
航
空
機
の
部
品
な
ど
が
、
多

く
出
土
し
て
い
ま
す
。
米
軍
の
攻

撃
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
飛
び
散
っ

た
航
空
機
の
部
品
な
ど
が
、
時
と

と
も
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
戦
時
中
の
米
軍
に
よ
る

攻
撃
が
苛
烈
を
極
め
た
こ
と
を
ま

ざ
ま
ざ
と
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
出
土
品

は
、
10
月
19
日（
日
）ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
参
考
展
示「
お
み
た
ま
、
発

掘
!
」で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す（
小

川
資
料
館
）。
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
の
掲
載
は
10
月
号
で
す
）

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

  

生
涯
学
習
課 

☎
２
６-

９
１
１
１
】

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
①

掩体壕調査風景

爆撃痕

１
２·

７
㎜
機
銃
弾

え 

ん

た 

い

ご 

う
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9月7日・14日・15日

◆受付　午前９時～11時30分 　午後１時～３時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

9月6日・7日・13日・14日・15日

◆受付 　午後７時～10時30分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）9月9月9月 9月9月9月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日
7

14

15

府中クリニック　　　（石岡市）　　 ☎(22)2146

斉藤病院　　　　　　（石岡市）　　 ☎(26)2131

石岡第一病院　　　　（石岡市）　　 ☎(22)5151

▼

佐戈のまつり（７月 26 日撮影）

▼

野
田
の
ま
つ
り

　

  （
７
月
26
日
撮
影
）

▼

羽鳥のまつり
（７月 27 日撮影）
▼

▼

竹
原
ア
ワ
ア
ワ
祇
園（
７
月
19
日
撮
影
）

▼

下
吉
影
の
ま
つ
り（
７
月
26
日
撮
影
）

▼

小
川
の
祇
園（
７
月
20
日
撮
影
）▼

▼

堅倉のまつり（８月 10 日撮影）
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